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VG300**-OMH0001-C 

    

                                            

                安全上安全上安全上安全上のごのごのごのご注意注意注意注意    
 

ここに示した注意事項は､製品を安全に正しくお使いいただき､あなたや他の人々への危害や損害を未然に

防止するためのものです｡これらの事項は､危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために､｢注意｣ 

｢警告｣ ｢危険｣の三つに区分されています｡いずれも安全に関する重要な内容ですから､国際規格(ISO / 

IEC)､日本工業規格(JIS)*1) およびその他の安全法規*2)に加えて､必ず守ってください｡ 
*1) ISO 4414: Pneumatic fluid power -- General rules relating to systems 

  ISO 4413: Hydraulic fluid power -- General rules relating to systems 

  IEC 60204-1: Safety of machinery -- Electrical equipment of machines (Part 1: General requirements) 

  ISO 10218-1992: Manipulating industrial robots-Safety                           

  JIS B 8370: 空気圧システム通則 

  JIS B 8361: 油圧システム通則  

  JIS B 9960-1: 機械類の安全性‐機械の電気装置(第 1部: 一般要求事項) 

  JIS B 8433-1993: 産業用マニピュレーティングロボット－安全性 など                                          

*2) 労働安全衛生法 など 

 

 

 注意注意注意注意    
取扱いを誤った時に､人が傷害を負う危険が想定される時､および物的損害のみの発生が想定

されるもの｡ 

 

 警告警告警告警告    取扱いを誤った時に､人が死亡もしくは重傷を負う可能性が想定されるもの｡ 

 

 危険危険危険危険    切迫した危険の状態で､回避しないと死亡もしくは重傷を負う可能性が想定されるもの｡ 

 

警告警告警告警告    

①①①①当社製品当社製品当社製品当社製品のののの適合性適合性適合性適合性のののの決定決定決定決定はははは､､､､システムシステムシステムシステムのののの設計者設計者設計者設計者またはまたはまたはまたは仕様仕様仕様仕様をををを決定決定決定決定するするするする人人人人がががが判断判断判断判断してくださいしてくださいしてくださいしてください｡｡｡｡    

ここに掲載されている製品は､使用される条件が多様なため､そのシステムへの適合性の決定は､システ

ムの設計者または仕様を決定する人が､必要に応じて分析やテストを行ってから決定してください｡  

このシステムの所期の性能､安全性の保証は､システムの適合性を決定した人の責任になります｡  

常に最新の製品カタログや資料により､仕様の全ての内容を検討し､機器の故障の可能性についての状況

を考慮してシステムを構成してください｡ 

②②②②当社製品当社製品当社製品当社製品はははは､､､､充分充分充分充分なななな知識知識知識知識とととと経験経験経験経験をををを持持持持ったったったった人人人人がががが取扱取扱取扱取扱ってくださいってくださいってくださいってください｡｡｡｡    

ここに掲載されている製品は､取扱いを誤ると安全性が損なわれます｡ 

機械･装置の組立てや操作､メンテナンスなどは充分な知識と経験を持った人が行ってください｡ 

③③③③安全安全安全安全をををを確認確認確認確認するまではするまではするまではするまでは､､､､機械機械機械機械････装置装置装置装置のののの取取取取扱扱扱扱いいいい､､､､機器機器機器機器のののの取外取外取外取外しをしをしをしを絶対絶対絶対絶対にににに行行行行わないでくださいわないでくださいわないでくださいわないでください｡｡｡｡    

1.機械･装置の点検や整備は､被駆動物体の落下防止処置や暴走防止処置などがなされていることを確認

してから行ってください｡ 

2.製品を取外す時は､上記の安全処置がとられていることの確認を行い､エネルギー源と該当する設備の

電源を遮断するなど､システムの安全を確保すると共に､使用機器の製品個別注意事項を参照､理解し

てから行ってください｡ 

3.機械･装置を再起動する場合は､予想外の動作･誤動作が発生しても対処できるようにしてください｡ 

④④④④次次次次にににに示示示示すようなすようなすようなすような条件条件条件条件やややや環境環境環境環境でででで使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合はははは､､､､安全対策安全対策安全対策安全対策へのへのへのへの格別格別格別格別のごのごのごのご配慮配慮配慮配慮をいただくとをいただくとをいただくとをいただくと共共共共にににに､､､､あらかじあらかじあらかじあらかじ

めめめめ当社当社当社当社へごへごへごへご相談相談相談相談くださるようおくださるようおくださるようおくださるようお願願願願いいいい致致致致しますしますしますします｡｡｡｡    

1.明記されている仕様以外の条件や環境､屋外や直射日光が当たる場所での使用｡ 

2.原子力､鉄道､航空､宇宙機器､船舶､車両､軍用､医療機器､飲料･食料に触れる機器､燃焼装置､娯楽機器､

緊急遮断回路､プレス用クラッチ･ブレーキ回路､安全機器などへの使用､およびカタログの標準仕様に

合わない用途の場合｡ 

3.人や財産に大きな影響をおよぼすことが予想され､特に安全が要求される用途への使用｡ 

4.インターロック回路に使用する場合は､故障に備えて機械式の保護機能を設けるなどの 2 重インター

ロック方式にしてください｡また､定期的に点検し正常に動作していることの確認を行ってください｡ 
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VG300**-OMH0001-C 

 

                                                    

                安全上安全上安全上安全上のごのごのごのご注意注意注意注意    
 

 

注意注意注意注意    

当社当社当社当社のののの製品製品製品製品はははは､､､､製造業向製造業向製造業向製造業向けとしてけとしてけとしてけとして提供提供提供提供していますしていますしていますしています｡｡｡｡    

ここに掲載されている当社の製品は､主に製造業を目的とした平和利用向けに提供しています｡ 

製造業以外でのご使用を検討される場合には､当社にご相談いただき必要に応じて仕様書の取り交わし､契

約などを行ってください｡ 

ご不明な点などがありましたら､当社最寄りの営業拠点にお問い合わせ願います｡ 

 

 

保証保証保証保証およびおよびおよびおよび免責事項免責事項免責事項免責事項////適合用途適合用途適合用途適合用途のののの条件条件条件条件    
製品をご使用いただく際、以下の｢保証および免責事項｣､｢適合用途の条件｣を適用させていただきます。 

下記内容をご確認いただき、ご承諾のうえ当社製品をご使用ください｡ 

 

 

『『『『保証保証保証保証およびおよびおよびおよび免責事項免責事項免責事項免責事項』』』』                                                                                                 

①①①①当社製品当社製品当社製品当社製品についてのについてのについてのについての保証期間保証期間保証期間保証期間はははは､､､､使用開始使用開始使用開始使用開始からからからから 1111年以内年以内年以内年以内､､､､もしくはもしくはもしくはもしくは納入後納入後納入後納入後 1.51.51.51.5 年以内年以内年以内年以内、、、、いずれかいずれかいずれかいずれか早期早期早期早期にににに到到到到

達達達達するするするする期間期間期間期間ですですですです。。。。
****3333))))    

またまたまたまた製品製品製品製品にはにはにはには､､､､耐久回数耐久回数耐久回数耐久回数､､､､走行距離走行距離走行距離走行距離､､､､交換部品交換部品交換部品交換部品などをなどをなどをなどを定定定定めているものがありますのでめているものがありますのでめているものがありますのでめているものがありますので､､､､当社最寄当社最寄当社最寄当社最寄りのりのりのりの営業営業営業営業

拠点拠点拠点拠点にごにごにごにご確認確認確認確認くださいくださいくださいください｡｡｡｡    

    

②②②②保証期間中保証期間中保証期間中保証期間中においてにおいてにおいてにおいて当社当社当社当社のののの責責責責によるによるによるによる故障故障故障故障やややや損傷損傷損傷損傷がががが明明明明らかになったらかになったらかになったらかになった場合場合場合場合にはにはにはには､､､､代替品代替品代替品代替品またまたまたまたはははは必要必要必要必要なななな交換交換交換交換    

品品品品のののの提供提供提供提供をををを行行行行わせていただきますわせていただきますわせていただきますわせていただきます｡｡｡｡    

なおなおなおなお､､､､ここでのここでのここでのここでの保証保証保証保証はははは､､､､当社製品単体当社製品単体当社製品単体当社製品単体のののの保証保証保証保証をををを意味意味意味意味するものでするものでするものでするもので､､､､当社製品当社製品当社製品当社製品のののの故障故障故障故障によりによりによりにより誘発誘発誘発誘発されるされるされるされる損害損害損害損害

はははは､､､､保証保証保証保証のののの対象範囲対象範囲対象範囲対象範囲からからからから除外除外除外除外しますしますしますします｡｡｡｡    

    

③③③③そのそのそのその他製品個別他製品個別他製品個別他製品個別のののの保証保証保証保証およびおよびおよびおよび免責事項免責事項免責事項免責事項もももも参照参照参照参照､､､､理解理解理解理解のののの上上上上､､､､ごごごご使用使用使用使用くださいくださいくださいください。。。。    

    
                ∗∗∗∗3)3)3)3)    真空真空真空真空パッドパッドパッドパッドはははは､､､､使用開始使用開始使用開始使用開始からからからから 1111年以内年以内年以内年以内のののの保証期間保証期間保証期間保証期間をををを適用適用適用適用できできできできませんませんませんません｡｡｡｡    

                            真空真空真空真空パッドパッドパッドパッドはははは消耗部品消耗部品消耗部品消耗部品でありでありでありであり､､､､製品保証期間製品保証期間製品保証期間製品保証期間はははは納入後納入後納入後納入後 1111年年年年ですですですです。。。。    

                            ただしただしただしただし､､､､保証期間内保証期間内保証期間内保証期間内であってもであってもであってもであっても､､､､真空真空真空真空パッドパッドパッドパッドをををを使用使用使用使用したことによるしたことによるしたことによるしたことによる磨耗磨耗磨耗磨耗､､､､またはまたはまたはまたはゴムゴムゴムゴム材質材質材質材質のののの劣化劣化劣化劣化がががが原因原因原因原因のののの場合場合場合場合

にはにはにはには､､､､製品保証製品保証製品保証製品保証のののの適用範囲外適用範囲外適用範囲外適用範囲外となりますとなりますとなりますとなります｡｡｡｡ 

  

 

『『『『適合用途適合用途適合用途適合用途のののの条件条件条件条件』』』』    

海外へ輸出される場合には､経済産業省が定める法令(外国為替および外国貿易法)､手続きを必ず守ってく

ださい｡ 
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設計上設計上設計上設計上のごのごのごのご注意注意注意注意////選定選定選定選定    

 
 
①①①①仕様仕様仕様仕様をごをごをごをご確認確認確認確認くださいくださいくださいください。。。。    

本製品は、圧縮空気システム（真空含む）においてのみ使用される

ように設計されています。 

仕様範囲外の圧力や温度では破壊や作動不良の原因となります

ので、使用しないでください。（仕様参照）圧縮空気（真空含む）以外 

の流体を使用する場合は、当社にご確認ください。 

仕様範囲を超えて使用した場合の損害に関して、いかなる場合も

保証しません。 

②②②②アクチュエータアクチュエータアクチュエータアクチュエータ駆動駆動駆動駆動についてについてについてについて    
バルブでシリンダなどのアクチュエータを駆動する場合は、あらかじ

めアクチュエータの作動による危険が発生しないようにカバーの設

置や接近禁止等の対策をしてください。    
③③③③圧力圧力圧力圧力（（（（真空含真空含真空含真空含むむむむ））））保持保持保持保持    

バルブにはエア漏れがありますので、圧力容器内の圧力（真空含

む）保持などの用途には使用できません。 

④④④④緊急遮断弁緊急遮断弁緊急遮断弁緊急遮断弁などにはなどにはなどにはなどには使用使用使用使用できませんできませんできませんできません。。。。    
本製品は、緊急遮断弁などの安全確保用のバルブとして設計されて

いません。そのようなシステムの場合は、別の確実に安全確保でき

る手段を講じた上で、ご使用ください。 

⑤⑤⑤⑤残圧開放残圧開放残圧開放残圧開放についてについてについてについて    
 保守点検を考慮して残圧開放機能を設置してください。 

⑥⑥⑥⑥真空真空真空真空でのでのでのでの使用使用使用使用についてについてについてについて    
バルブを真空の切換等に使用する場合、吸着パッドや排気ポートな

どからの外部のゴミ、異物がバルブ内部に入らないようにサクション

フィルタを取付けるなどの対策を施してください。 

また、真空吸着時は、常に真空引きをするようにしてください。吸着

パッドへの異物の付着やバルブのエア漏れによりワークが落下する

可能性があります。 

⑦⑦⑦⑦真空切換弁真空切換弁真空切換弁真空切換弁、、、、真空破壊弁真空破壊弁真空破壊弁真空破壊弁についてについてについてについて    
真空仕様でない弁を真空配管中に設置しますと、真空の漏れが発

生します。真空使用の弁をご使用ください。 

⑧⑧⑧⑧換気換気換気換気についてについてについてについて    
密閉された制御盤内などでバルブを使用される場合、排気エアなど

で制御盤内の圧力が上昇しないように、またバルブの発熱などで熱

がこもらないように換気口などの設置をお願いします。 

⑨⑨⑨⑨長期連続通電長期連続通電長期連続通電長期連続通電    
バルブを長期間通電すると、コイルの発熱による温度上昇で電磁弁

の性能が低下および寿命低下や近接する周辺機器に悪影響を与え

る場合があります。このため長期間連続的に通電する場合、または

１日当たりの通電時間が非通電時間より長くなる場合には、長期通

電形を使用してください。バルブを制御盤内に取付けた場合などは、

バルブ仕様の温度範囲内になるように放熱の対策を行ってくださ

い。 

⑩⑩⑩⑩分解分解分解分解・・・・改造改造改造改造のののの禁止禁止禁止禁止    
本体を分解・改造（追加工含む）しないでください。 

けがや事故の恐れがあります。 

    
    

 

 

 

 

 

 

    
 

①①①①漏洩電圧漏洩電圧漏洩電圧漏洩電圧    
  スイッチング素子と並列に 

抵抗器を使用したり、 

スイッチング素子の保護に 

Ｃ－Ｒ素子（サージ電圧保 

護）を使用している場合は、それぞれ抵抗器やＣ－Ｒ素子を通じて

漏洩電流が流れるため、漏洩電圧が増加しますのでご注意ください。

残留する漏洩電圧の大きさは下記値におさえてください。 

 

ＤＣコイルの場合 定格電圧の 3％以下 

ＡＣコイルの場合 定格電圧の 15％以下 

 

②②②②無接点出力無接点出力無接点出力無接点出力（（（（SSRSSRSSRSSR，，，，トライアックトライアックトライアックトライアック出力等出力等出力等出力等））））にににによるよるよるよる ACACACAC 用用用用
電磁弁電磁弁電磁弁電磁弁のののの駆動駆動駆動駆動    

  1）漏れ電流 

出力素子のサージ保護回路にスナバー回路（C-R 素子）を使用

されている場合、OFF 時でも微少電流が流れる為、バルブの復帰

不良の原因となります。上記に示す許容値を超える場合は、ブリ

ーダ抵抗を接続する対策が必要です。 

  2）最小負荷許容量（最小負荷電流） 

バルブの消費電流が出力素子の最小負荷許容量以下、および

マージンが少ない場合、出力素子が正常に切替えられなくなるこ

とがあるので、当社にご確認ください。 

③③③③サージサージサージサージ電圧保護回路電圧保護回路電圧保護回路電圧保護回路    
1） バルブに内蔵されるサージ電圧保護回路は、バルブ内部で発

生したサージが出力接点へ影響を与えないよう、出力接点の保

護を目的としています。このため、外部周辺機器などからの過電

圧・過電流を受けるとバルブ内部のサージ電圧保護素子が過負

荷となり、破損する場合があります。最悪の場合、破損により電

気回路が短絡状態となり、そのまま通電を続けると大電流が流

れて出力回路、周辺機器やバルブに２次的な破損や火災を引き

起こす可能性があります。電源や駆動回路に過電流保護回路を

設置するなどの十分な安全性の確保を行ってください。 

2) ツェナーダイオード、バリスタなどの一般ダイオード以外を使用し

たサージ電圧保護回路の場合、保護素子および定格電圧に応

じた電圧の残量がありますので、コントローラ側のサージ電圧保

護にご留意ください。 

なお、ダイオードの場合の残留電圧は約 1Vです。 

④④④④低温下低温下低温下低温下でのでのでのでの使用使用使用使用    
低温で使用される場合はドレン、水分などの固化または凍結がない

ように対策してください。なお、各バルブの仕様で指示のない場合

はー10℃まで使用できます。 

⑤⑤⑤⑤エアブローエアブローエアブローエアブローでででで使使使使うううう場合場合場合場合    
バルブをエアブローで使用する場合は、外部パイロット形をご使用く

ださい。 

なお、外部パイロットポートへは仕様で定められた圧力範囲の圧縮

空気を供給するようにお願いします。 

⑥⑥⑥⑥取付姿勢取付姿勢取付姿勢取付姿勢    
取付姿勢は自由です。

VG342(R) Series 
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取付取付取付取付    

    
    
①①①①取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書（（（（本書本書本書本書））））    

よく読んで内容を理解した上で製品を取付けご使用してください。 

また、いつでも使用できるように保管しておいてください。 

②②②②メンテナンススペースメンテナンススペースメンテナンススペースメンテナンススペースのののの確保確保確保確保    
保守点検に必要なスペースを確保してください。 

③③③③ねじのねじのねじのねじの締付締付締付締付けおよびけおよびけおよびけおよび締付締付締付締付トルクトルクトルクトルクのののの厳守厳守厳守厳守    
  取付け時は、推奨トルクでねじを締付けてください。 

④④④④漏漏漏漏れれれれ量量量量がががが増大増大増大増大したりしたりしたりしたり､､､､機器機器機器機器がががが適正適正適正適正にににに作動作動作動作動しないしないしないしない場合場合場合場合
はははは使用使用使用使用しないでくださいしないでくださいしないでくださいしないでください。 

  取付け時やメンテナンスの際は圧縮空気や電気を接続し、適正な

機能検査および漏れ検査を行って、正しい取付けがされているか

確認してください。 

⑤⑤⑤⑤塗装塗装塗装塗装するするするする場合場合場合場合    
製品に印刷または貼付けています警告表示や仕様は､消したり、 

はがしたり、文字を塗りつぶすなどしないでください。 

なお､樹脂部分に塗装されますと溶剤により悪影響を及ぼす恐れが

ありますので、当社にご確認ください。    
 

 

 

①①①①ワンタッチワンタッチワンタッチワンタッチ管継手管継手管継手管継手のののの取扱取扱取扱取扱いについてはいについてはいについてはいについては管継手管継手管継手管継手＆＆＆＆チュチュチュチュ
ーブーブーブーブ////共通注意事項共通注意事項共通注意事項共通注意事項をごをごをごをご参照参照参照参照くださいくださいくださいください。。。。    
②②②②配管配管配管配管前前前前のののの処置処置処置処置    
  配管前にエアブロー（フラッシング）または洗浄を十分行い、管内の

切粉、切削油、ゴミ等を除去してください。 

③③③③シールテープシールテープシールテープシールテープのののの巻巻巻巻きききき方方方方    
  配管や継手類をねじ込む場合には、配管ねじの切粉やシール材が

バルブ内部へ入り込まないようにしてください。なお、シールテープ

を使用される時は、ねじ部を 1 山残して巻いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④④④④継手継手継手継手のねじのねじのねじのねじ込込込込みについてみについてみについてみについて    
バルブに配管および継手類をねじ込む場合、以下のように締付け

てください。 

1）Rcねじの配管および継手類をねじ込む場合は、次の要領にて

締込んでください。 

下記適正締付トルクで締付けてください。 

接続ねじ 適正締付トルク N･m 

Rc 1/8 3～5 

Rc 1/2 20～25 

Rc 3/8 15～20 

Rc 1 36～38 

 

 

 

⑤⑤⑤⑤製品製品製品製品にににに配管配管配管配管するするするする場合場合場合場合    
製品に配管を接続する場合は、取扱説明書を参照して供給ポート

などを間違えないようにしてください。 

 

配線配線配線配線    

  

    
①①①①極性極性極性極性についてについてについてについて    
ＤＣ仕様の（ランプ・）サージ保護回路付の電磁弁に電気接続する場

合、極性の有無を確認してください。 

極性を間違えますとバルブが切換らない状態となります。 

②②②②印加電圧印加電圧印加電圧印加電圧    
電磁弁に電気接続する場合、印加電圧を間違えないでください。 

作動不良やコイル焼損の原因となります。 

③③③③結線結線結線結線のののの確認確認確認確認    
配線終了後、結線に誤りがないか確認してください。 

給油給油給油給油    

    
    
１）初期潤滑剤により無給油で使用できます。 

２）給油する場合は、タービン油1種（無添加）ISO VG32をご使用くだ

さい。潤滑油メーカ各社の銘柄につきましては当社ホームページ

をご確認ください。また、給油を途中で中止した場合、初期潤滑剤

の消失によって作動不良を招きますので、給油は必ず続けて行う

ようにしてください。なお、タービン油を使用する場合は、タービン

油の製品安全データシート（MSDS）をご覧ください。 

３）給油量について 

給油量が多すぎますとパイロット弁内部に油が溜まり誤作動や応

答遅れなどの原因となりますので多量に給油しないでください。な

お、多量の給油が必要な場合には外部パイロット形を使用しパイ

ロット弁側の供給エアを無給油にすることでパイロット弁内部に油

が溜まらないようにすることが可能です。 

空気源空気源空気源空気源    

 

 

①①①①流体流体流体流体のののの種類種類種類種類についてについてについてについて    
使用流体は圧縮空気を使用し、それ以外の流体で使用する場合に

は、当社にご確認ください。 

②②②②ドレンドレンドレンドレンがががが多量多量多量多量のののの場合場合場合場合    
ドレンを多量に含んだ圧縮空気は空気圧機器の作動不良の原因と

なります。エアドライヤ、ドレンキャッチをフィルタの前に取付けてく

ださい。 

③③③③ドレンドレンドレンドレン抜抜抜抜きききき管理管理管理管理    
エアフィルタのドレン抜きを忘れるとドレンが二次側に流出し、空気

圧機器の作動不良を招きます。ドレン抜き管理が困難な場合には、

オートドレン付フィルタのご使用をお勧めします。    
以上の圧縮空気の質についての詳細は、当社の 「圧縮空気清浄化

システム」をご参照ください。 

④④④④空気空気空気空気のののの種類種類種類種類についてについてについてについて    
圧縮空気が化学薬品、有機溶剤を含有する合成油、塩分、腐食性

ガス等を含む時は、破壊や作動不良の原因となりますので使用し

ないでください。 

 

配管配管配管配管    

VG342(R) Series 
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空気源空気源空気源空気源    

 

 

①①①①使用流体使用流体使用流体使用流体にににに超乾燥空気超乾燥空気超乾燥空気超乾燥空気がががが使用使用使用使用されたされたされたされた場合場合場合場合、、、、機器内部機器内部機器内部機器内部
のののの潤滑特性潤滑特性潤滑特性潤滑特性のののの劣化劣化劣化劣化からからからから機器機器機器機器のののの信頼性信頼性信頼性信頼性（（（（寿命寿命寿命寿命））））にににに影響影響影響影響
がががが及及及及ぶぶぶぶ可能性可能性可能性可能性がありますのでがありますのでがありますのでがありますので、、、、当社当社当社当社にごにごにごにご確認確認確認確認くださくださくださくださ
いいいい。。。。    

②②②②エアフィルタエアフィルタエアフィルタエアフィルタをををを取付取付取付取付てくださいてくださいてくださいてください    
バルブ近くの上流側に、エアフィルタを取付けてください。 

ろ過度は５μm以下を選定してください。 

③③③③アフアフアフアフタクーラタクーラタクーラタクーラ、、、、エアドライヤエアドライヤエアドライヤエアドライヤ、、、、ドレンキャッチドレンキャッチドレンキャッチドレンキャッチなどをなどをなどをなどを設置設置設置設置
しししし対策対策対策対策をををを施施施施してくださいしてくださいしてくださいしてください    
ドレンを多量に含んだ圧縮空気は、バルブや他の空気圧機器の作

動不良の原因となります。アフタクーラ、エアドライヤ、ドレンキャッチ

などを設置し対策を施してください。 

④④④④カーボンカーボンカーボンカーボン粉粉粉粉のののの発生発生発生発生がががが多多多多いいいい場合場合場合場合、、、、ミストセパレータミストセパレータミストセパレータミストセパレータををををババババ
ルブルブルブルブのののの上流側上流側上流側上流側にににに設置設置設置設置してしてしてして除去除去除去除去してくださいしてくださいしてくださいしてください    
コンプレッサから発生するカーボン粉が多いとバルブ内部に付着し

作動不良の原因となります。 

以上の圧縮空気の質についての詳細は、当社の 「圧縮空気清浄化

システム」をご参照ください。 

 

使用環境使用環境使用環境使用環境    

 

 

①①①①腐食性腐食性腐食性腐食性ガスガスガスガス、、、、化学化学化学化学薬薬薬薬品品品品、、、、海水海水海水海水、、、、水水水水、、、、水蒸水蒸水蒸水蒸気気気気のののの雰囲雰囲雰囲雰囲気気気気
またはまたはまたはまたは、、、、付付付付着着着着するするするする場場場場所所所所ではではではでは使用使用使用使用しないでくださいしないでくださいしないでくださいしないでください。。。。    

②②②②可可可可燃燃燃燃性性性性ガスガスガスガス、、、、爆爆爆爆発性発性発性発性ガスガスガスガスのののの雰囲雰囲雰囲雰囲気気気気ではではではでは使用使用使用使用しないでくしないでくしないでくしないでく
ださいださいださいださい。。。。火災火災火災火災やややや爆爆爆爆発発発発のののの恐恐恐恐れがありますれがありますれがありますれがあります。。。。本製品本製品本製品本製品はははは防防防防

爆構爆構爆構爆構造造造造ではありませんではありませんではありませんではありません。。。。    
③③③③振振振振動動動動またはまたはまたはまたは衝撃衝撃衝撃衝撃のののの起起起起ここここるるるる場場場場所所所所ではではではでは使用使用使用使用しないでくださしないでくださしないでくださしないでくださ

いいいい。。。。    
④④④④日光日光日光日光がががが照照照照射射射射するするするする場合場合場合場合、、、、保護保護保護保護カバーカバーカバーカバー等等等等でででで避避避避けてくださけてくださけてくださけてくださ

いいいい。。。。    
⑤⑤⑤⑤周囲周囲周囲周囲にににに熱熱熱熱源源源源があるがあるがあるがある場合場合場合場合、、、、輻射熱輻射熱輻射熱輻射熱をををを遮断遮断遮断遮断してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    
⑥⑥⑥⑥油油油油およびおよびおよびおよび溶溶溶溶接接接接時時時時ののののスパッタスパッタスパッタスパッタなどがなどがなどがなどが付付付付着着着着するするするする場場場場所所所所ではではではでは

適切適切適切適切なななな防防防防護対策護対策護対策護対策をををを施施施施してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    
⑦⑦⑦⑦ソソソソレレレレノノノノイドイドイドイドバルブバルブバルブバルブをををを制御盤制御盤制御盤制御盤内内内内にににに取付取付取付取付けたりけたりけたりけたり、、、、通電通電通電通電時間時間時間時間

がががが長長長長いいいい場合場合場合場合、、、、バルブバルブバルブバルブ仕様仕様仕様仕様のののの温温温温度範囲度範囲度範囲度範囲内内内内になるようにになるようにになるようにになるように
放放放放熱熱熱熱のののの対策対策対策対策をををを行行行行っっっってくださいてくださいてくださいてください。。。。    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保守点保守点保守点保守点検検検検    

 

 

①①①①保守点保守点保守点保守点検検検検はははは、、、、取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書（（（（本書本書本書本書））））のののの手手手手順順順順でででで行行行行っっっってくだてくだてくだてくだ
さいさいさいさい。。。。    
取扱いを誤ると、人体への損害の発生および機器や装置の破損や

作動不良の原因となります。 

②②②②機器機器機器機器のののの取取取取外外外外しおよびしおよびしおよびしおよび圧圧圧圧縮縮縮縮空気空気空気空気のののの給給給給・・・・排排排排気気気気    
機器を取外す時は、被駆動物体の落下防止処置や暴走防止処置

などがなされていることを確認してから、供給空気と電源を遮断し、

システム内の圧縮空気を取付けてある残圧開放機能により排気し

てから行ってください。 

また、機器を再取付けや交換されて再起動する場合は、アクチュエ

ータなどの飛出し防止処置がなされていることを確認してから、  

機器が正常に作動することを確認してください。 

③③③③低低低低頻度頻度頻度頻度使用使用使用使用    
作動不良防止のため 30日に 1 回はバルブの切換作動を行ってくだ

さい。（空気源にご注意ください。） 

④④④④マニマニマニマニュアルュアルュアルュアル操操操操作作作作    
マニュアル操作しますと、接続された装置が作動します。 

安全を確認してから操作してください。 

 

 

 

①①①①ドレンドレンドレンドレン抜抜抜抜きききき    
エアフィルタのドレン抜きは定期的に行ってください。 

②②②②給油給油給油給油    
一度給油されましたら継続して給油してください。 

また、タービン油１種（無添加）VＧ32 を給油してください。それ以外

の潤滑油の場合、作動不良などのトラブルを生じます。 

なお、タービン油２種（添加）VＧ32については、当社にご確認ください。 

 

 

 

 

VG342(R) Series 
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ランプランプランプランプ・・・・サージサージサージサージ電圧保護回路電圧保護回路電圧保護回路電圧保護回路    
 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気結線電気結線電気結線電気結線    

DＩＮ形端子（ランプ・サージ電圧保護回路付）の場合は、次の

ように内部結線されていますので、各々電源側と結線してくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

端子 No. １ ２ 

DIN 端子 ＋ － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流路状態変更時流路状態変更時流路状態変更時流路状態変更時のののの取扱取扱取扱取扱いいいい    

流路状態を変更する場合は、バルブ内の圧力が抜けているこ

とを確認してください。 

切換板の六角穴付ボルトＭ４X０．７をゆるめ、アダプタプレー

トの▼印と切換板の文字を合わせてください。配管は下表の

ように行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

取付ねじ締付トルク：M4 : 1.4NM4 : 1.4NM4 : 1.4NM4 : 1.4N・・・・mmmm 

 

配管方法配管方法配管方法配管方法    

注１）内部パイロットで使用の場合は、Ｘポートにプラグをして

いるか確認してください。していない場合は、R1/8 のプラ

グをしてください。 

注２）外部パイロットでの使用の場合は、Ｘポートより圧力を入

れてください。 

流路状態の変更や変更後の再起動をするときは十分に安全

を確認し、注意して行ってください。 

    

取扱取扱取扱取扱いいいい上上上上のごのごのごのご注意注意注意注意についてについてについてについて    
１．PE ポートは、パイロットバルブの排気口ですから、プラグを

したり絞ったりしないでください。 

２．X ポートはパイロット弁の圧力供給口で、ＰＥポートはパイ

ロット弁の排気口ですので、間違わないように注意して配管

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾎﾟｰﾄ 

流路 
Ｐ A R 

NC １次側 ２次側 

排気側 

（２方弁の場

合はプラグ） 

NO 

排気側 

（２方弁の場

合はプラグ） 

２次側 １次側 

外部 
ユニバーサルポーティング 

（１次側をどこにでも配管できます。） 

    VG342(R)    Series////製品個別注意事製品個別注意事製品個別注意事製品個別注意事
  ごごごご使用使用使用使用のののの前前前前にににに必必必必ずおずおずおずお読読読読みくださいみくださいみくださいみください。。。。    
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長期通電長期通電長期通電長期通電についてについてについてについて    

長期間連続的に通電して使用する場合には、 

VG342□-□□□-□□□-E 

（パイロット弁 Ass’y:VO307E-□□□1-X84） 

をご使用ください。 

 

１．長期通電用ですので、高頻度では使用できません。また、

低頻度を含め、１日１回を超えて作動させる場合は、当社に

ご確認ください。 

２．３０日に少なくとも 1 回は切換を必ず行ってください。 

 

DINDINDINDIN 形形形形ターミナルコネクタターミナルコネクタターミナルコネクタターミナルコネクタ使用方法使用方法使用方法使用方法    

1.1.1.1.分解分解分解分解    
1) ねじ①を緩め、ハウジング②をねじ①の方向に引き上げる

と、機器本体(ソレノイド等)からコネクタが外れます。 

2) ねじ①をハウジング②より抜き取ります。 

3) 端子台③の底の部分に切り欠き部⑨が有り、ハウジング

②と端子台③の隙間に小型マイナスドライバ等を差込みこじ

ると、ハウジング②から端子台③が外れます。（図-1 参照） 

4) ケーブルグランド④を外し、座金⑤とゴムパッキン⑥を取出

してください。 

 

2.2.2.2.配線配線配線配線 

1) ケーブル⑦にケーブルグランド④、座金⑤、ゴムパッキン

⑥の順に通し、ハウジング②に挿入してください。 

2) 端子台③からねじ⑪を緩め、リード線⑩を通し、再びねじ⑪

を絞込みます。 

 注 1)締付トルクは 0.5N・m±15%の範囲で締付けてください。 

 注 2)ケーブル⑦は外径寸法 6～8mm まで使用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DINDINDINDIN 形形形形ターミナルコネクタターミナルコネクタターミナルコネクタターミナルコネクタ使用方法使用方法使用方法使用方法    

3.3.3.3.組立組立組立組立    
1) ケーブル⑦にケーブルハウジング④、座金⑤ゴムパッキン

⑥、ハウジング②の順に通し、端子台③に結線してから端子

台③をハウジング②にセットしてください。 

 （音がパチンとするまで押し込んでください。） 

2) ゴムパッキン⑥、座金⑤の順にハウジング②のケーブル導

入口に入れて、更にケーブルグランド④をしっかり締付けてく

ださい。 

3) ガスケット⑧を端子台③の底の部分と機器に付いているプ

ラグとの間に入れ、ハウジング②の上からねじ①を差込んで

締付けます。 

 注 1) 締付トルクは 0.5N・m±20%の範囲で締付けてください。 

 注 2) ハウジング②と端子台③の組込み方により、コネクタ 

の向きは 180 度変えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 

    VG342(R) Series////製品個別注意事項製品個別注意事項製品個別注意事項製品個別注意事項②②②② 
  ごごごご使用使用使用使用のののの前前前前にににに必必必必ずおずおずおずお読読読読みくださいみくださいみくださいみください。。。。    

   

 



故障故障故障故障とととと対処法対処法対処法対処法

⑥，⑦
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⑤

①

故障の現象に合わせて可能性の高い方からチェックを行い、対策を施してください。

⑬

⑪

⑪

⑮，⑯，⑱

④

⑤

誤配線

故　障　現　象

⑫

⑨

⑩

⑦

⑧

⑥，⑰

対策
(次のページ)

①作動不良 パイロット弁が切り替わらない

ヒューズ、リード線の断線

電源電圧の低下

原　　因

　パイロット弁は切換るが主弁が
　切換らない。あるいは切換えが
　遅れる

コイル焼損

③

②

内部、外部パイロットの設定間違い

スプール弁摺動部に異物累積

過度の給油量

　電源を入れると大きなうなりが
　連続して生じる

鉄心部への異物のかみ込み

鉄心部の摩耗

シール不良

うなり不良

　主弁のエア排気口[3(R）ポート
※
]

　からエア漏れする

※N.O.仕様の場合は1(P)ポート

ガスケット部からエア漏れする

パイロット弁パッキンの摩耗

シート部への異物のかみ込み

駆動機器(シリンダなど)側の
シール不良

　パイロット弁のエア排気口
　(PEポート)からエア漏れする

異物のかみ込み

電圧が高い、あるいはコイル違い

スプール弁パッキンの膨潤

パイロット圧力の低下

⑮

接点部、結線部の接触不良

スプール弁が完全に切換って
ない

コイルの断線

可動鉄心への異物のかみ込み

切換板の合わせ間違い

No.VG300**-OMH0001-C

電源電圧の低下

ボルトの締付不足

スプール弁パッキンの摩耗 ⑲

水などが直接かかっている



　正しく結線し直してください。

⑬

　※N.O.仕様の場合は1(P)ポート。
⑧

⑥

⑪

・給油されている油を間違われた場合は、エアブローなどによって油を除去し、バルブを交換してくだ

　さい。バルブ交換後給油する場合は、必ずタービン油1種(ISO VG 32)を給油してください。

・多量のドレンが発生していてドレン抜きが確実に実施できない場合は、オートドレンを取付けるか、

　エア排気口[3(R)
※
,PEポート]から油が飛散しない程度まで給油量を減らしてください。

3) 給油を途中で止めた。または、一時的に給油が途絶えた。

⑦

　Xポートにプラグをしてください。(内部パイロットの場合)

以上の対策を行ったにもかかわらず改善が認められなかった場合、バルブに何らかの異常が発生している場合があります。そのよう
な場合には直ちにバルブの使用を中止してください。

　ドライヤを設置しバルブを交換してください。

　異物のかみ込みによる場合は、エアブローなどによって管内の異物を除去し、バルブを交換してください。

　駆動機器を修理あるいは交換してください。

　外部パイロット仕様の場合、Xポートに正規の圧力(0.2～0.9MPa)をいれてください。

　電圧を確認し、パイロット弁Ass'yを交換してください。

7) 上記以外で本取扱説明書に書かれている注意事項に該当するような使用を行った場合。

以下に挙げたような事例を行っていた場合、バルブ内部に異常が発生している場合があります。そのような場合は直ちにバルブの使
用を中止してください。

1) 定格電圧以外の電圧で使用していた。

2) 指定油以外の潤滑油を給油した。

5) 激しい衝撃を与えてしまった。

6) ドレンやごみなどの異物が侵入した。

　水などが特にコイル部に掛からないよう保護してください。パイロット弁Ass'を交換してください。

　エアを止めてから増締めを行ってください。

　切換板を合わせてください。

　配管をやり直してください。(特にP,A,Xポートを確認ください。)
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対　策　内　容

　作動時の電圧が仕様範囲に入るよう電圧調整してください。

　部品を交換してください。

　部品交換あるいは結線を確実に行ってください。

　パイロット弁Ass'yを交換してください。

　作動時にパイロット圧力が使用範囲に入るよう、圧力調整を行ってください。

4) 水などが直接掛かっていた。

対策対策対策対策

Ｎo.

①

②

③

④

⑤

⑨

⑩

⑮

⑱

⑫

⑯

⑰

No.VG300**-OMH0001-C

⑲ 　バルブを交換してください。
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改訂履歴 

 

 B  全面改訂                   QR 

 C  新 JIS、ﾀｰﾐﾅﾙ端子台削除、免責変更 

     VO307E-□□□1-X84 に変更      RS 
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